
公益社団法人徳島県鍼灸マッサージ師会運営規則 
 

第１条 この規則は公益社団法人徳島県鍼灸マッサージ師会定款第４１条の規程に 

より、法人の運営の細部について、必要な事項を定めることを目的とする 

第２条 この規則の改廃は理事会の決議により決定する。 

第３条 

 

  ２ 

 

 

 

  ３ 

 

  ４ 

 

  ５ 

定款第３章第６条に規定する入会申込書の内容及び添付資料は下記の通り 

とする。 

入会申込書は、氏名、生年月日、住所（施術所が自宅と異なる場合はその 

住所）、電話番号、施術所名、開設届けの有無、視力の状態、使用文字の 

種類、免許証の種類及び免許証番号を記載し、入会年月日と記名押印をし 

たものとする。 

添付資料は、免許証の写し、写真（上半身、６ヶ月以内に写したもの）と 

する。 

上記に加え、当会指定の遵守契約書２通に記名押印し、当会と会員が１通 

ずつを所持する。 

遵守契約書内の２（２）に記載の欠格事由については下記の通りとする。 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１８ 年法律 

第４９号。以下「認定法」という。）第６条第１号ロ、ハ、ニ（要約） 

（１）次の事由により、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執 

行を受けることがなくなった日から５年を経過しない者 

 ア 認定法の規定に違反したこと 

 イ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８ 年法律第 

４８ 号）の規定に違反したこと 

 ウ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 

７７ 号）の規定（同法第３２ 条の２第７項の規定を除く。）に違 

反したこと 

 エ 刑法（明治４０ 年法律第４５ 号）第２０４ 条、第２０６ 条、第 

２０８ 条、第２０８ 条の２第１項、第２２２ 条又は第２４７ 条 

の罪を犯したこと 

 オ 暴力行為等処罰に関する法律（大正１５ 年法律第６０ 号）第１条、 

第２条又は第３条の罪を犯したこと 

 カ 国税又は地方税に関する法律中偽りその他不正の行為により国税又 

は地方税を免れ、納付せず、若しくはこれらの税の還付を受け、若 

しくはこれらの違反行為をしようとすることに関する罪を定めた規 

定に違反したこと 

（２）禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を終わり、又は刑の執行を 

受けることがなくなった日から５年を経過しない者 

（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規 

定する暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない 

者 

第４条 定款第５章第１７条に規定する会議の他に、本会に業務の円滑な運営を目 



 

  ２ 

  ３ 

的として、正副会長会を設ける。 

正副会長会は、会長・副会長・常務理事で構成する。 

正副会長会は、会長が必要と認めた場合に召集し、同会において決した事 

項については次の理事会に報告し承認する。 

第５条 

 

  ２ 

  ３ 

  ４ 

本会に入会したものは、中央組織である公益社団法人全日本鍼灸マッサー 

ジ師会（以下全鍼師会）に入会することを基本とする。 

全鍼師会への入会手続きは、本会が行う。 

全鍼師会の入会金及び会費は、全鍼師会の規定に基づく。 

但し特例として、社団法人徳島県あん摩マッサージ指圧師会の解散に伴い、 

平成２０年４月１日時点での登録者については、公益社団法人日本あん摩 

マッサージ指圧師会などへの所属を認める 

第６条 

  ２ 

  ３ 

入会金の納入は、入会が認められた日より１ヶ月以内とする。 

この場合の入会金は、全鍼師会の入会金も含む。 

本会の入会金は５千円とする。 

第７条 

 

 

  ２ 

新入会者にあっては、入会申し込みのあった日より１ヶ月以内に理事会を 

開催して入会の可否を決定し本人に通知する。入会が認められた者には入 

会金等の請求をするものとする。 

やむを得ず理事会開催が困難な場合は、正副会長会において決定し、次の 

理事会に報告し承認する。 

第８条 

 

  ２ 

  ３ 

年会費及び入会金（全鍼師会を含む）の納入は原則として郵便振替により 

行う。尚、この場合の領収は払込票によって代用する。 

本会の年会費は８千円とする。 

９月末までに会費の納入が無く、真にやむをえない理由の意思表示が無い 

場合は、理事会決議により退会を勧める事が出来る。 

第９条 

 

 

 

  ２ 

本会は健康保険取扱いにおける権限の全てを徳島県保険鍼灸マッサージ師 

会に委託しているため、本会会員は健康保険において鍼灸マッサージの保 

険取扱いを行う場合、徳島県保険鍼灸マッサージ師会に入会し、その指導 

監督に従い取扱わなければならない。 

本会会員は、徳島県保険鍼灸マッサージ師会に入会していない健康保険取 

扱い施術所に勤務したり提携してはならない。 

第１０条 本会に次の部を置き理事が代表を務める。 

総務部・学術部・事業部・財務部・保険部・厚生部・広報部。 

第１１条 役員の派遣に係る費用の額は理事会で決定する。 

第１２条 

  ２ 

  ３ 

  ４ 

会員への慶弔費は下記の通りとする。 

結婚１万円。 

入院見舞金３千円（１ヶ月以上入院、年間１回）。 

死亡弔慰金１万円。 

第１３条 この規則は平成２４年５月２０日より施行する。 

平成２５年１２月１５日 改正 

 


